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１ は じ め に

福島県農業総合センター畜産研究所養鶏分場では

以前より高品質肉用鶏種の研究を行っており、平成

８年に福島県産地鶏である「ふくしま赤しゃも」を

作出した。この「ふくしま赤しゃも」は雄系に大型

しゃも(ﾚｯﾄﾞｺｰﾆｯｼｭ♂×ｼｬﾓ♀)、雌系にﾛｰﾄﾞｱｲﾗﾝﾄﾞﾚ

ｯﾄﾞ種を用いた交配様式で(図 1)、雄系の大型しゃ

もは平成１０年より閉鎖群育種を開始している。現

在も改良を続けているが、近交が進むと近交係数が

上昇し、繁殖性、生存性などの形質で表現型値の平

均が低下する近交退化という現象が知られている１）

ことから、近交の状態を把握することを目的として、

調査を実施した。

２ 試 験 方 法

(１)近交係数の算出

１）供試鶏 大型しゃも

２）対象鶏

1999年鶏(G1)～2011年鶏(G13)の次世代を生産す

るために供試した鶏群 合計1,915羽(表1)

３）近係数算出ｿﾌﾄ

（独）農業・食品産業技術研究機構畜産草地研究

所 家畜育種増殖ﾁｰﾑ作成 CoefR

(２)近交退化発現状況調査

１）対象鶏及び調査項目

ａ．大型しゃも

対象鶏；2006年鶏(G8)～2010年鶏(G12)の大型しゃ

も 合計2,309羽

調査項目；受精率、対入卵ふ化率、育成率（0 ～ 20

週齢までの生存率）、生存率(21 ～ 64 週までの生存

率）

ｂ. 大型しゃも群交配にて生産された鶏群

対象鶏；2007年～2011年度の各年鶏で群交配にて生

産された7月及び1月ふ化鶏群 合計3,926羽

調査項目；受精率、ふ化率

３ 試験結果および考察

(１)近交係数の算出

近交係数は 2003年鶏(G5)より徐々に上昇し、2011

年鶏(G12)平均で 4.61%であった。(図 2)

また、前年度からの近交係数の増加量を示す上昇

値は最高値が 2003 年鶏(G5)の 0.85 ％、最小値は

2005 年鶏(G7)と 2011 年鶏(G13)の 0.34%となり、

上昇を始めた 2003 年鶏から 2011 年鶏までの上昇値

平均は 0.51%であった。

(２)近交退化発現状況調査

１）大型しゃも

受精率、ふ化率については 2007 年に低下が見ら

れたが、それ以外の年では受精率 73%以上、ふ化率

も 65%以上を維持していた。育成率、生存率はいず

れも 90%以上、産卵率も 60%前後で推移していた(図

3)。

２）大型しゃも群交配にて生産された鶏群

7 月ふ化鶏群の受精率は全て 85%、対受精ふ化率

70％以上、対受精ふ化率 80%を維持していた。



1 月ふ化鶏群は受精率、対入卵ふ化率及び対受精

ふ化率で 2010 年度のみ低下が見られたが、2011 年

度では回復した(図 4)。

４ ま と め

大型しゃもの近交係数は 2011 年鶏(G13)で 4.61%

であり、近交退化の目安となる 10 ％には到達して

いなかった。

発現状況調査においても近交退化の兆候は認めら

れなかった。

近交係数の上昇値の平均値は 0.51 ％であったの

で、今後 11 年程度で近交係数は 10%を超えると考

えられた。このため、系統造成の期間も考慮し、5

年後には素材鶏の調査に取り組む必要がある。
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図１ ふくしま赤しゃもの交配様式

表１ 次世代を生産するために供試した大型しゃも

の羽数

世代 年 ♂ ♀ 合計

G1 1999 45 64 109
G2 2000 60 95 155
G3 2001 52 96 148
G4 2002 43 109 152
G5 2003 43 110 153
G6 2004 40 116 156
G7 2005 40 113 153
G8 2006 40 100 140
G9 2007 40 110 150
G10 2008 40 111 151
G11 2009 40 120 160
G12 2010 36 108 144
G13 2011 36 108 144

素材鶏 種鶏 実用鶏（CM鶏）
♂ ﾚｯﾄﾞｺｰﾆｯｼｭ

× → ♂ 大型しゃも
♀ シャモ × → ふくしま赤しゃも

♀ ﾛｰﾄﾞｱｲﾗﾝﾄﾞﾚｯﾄﾞ
閉鎖群育種

図２ 大型しゃもの近交係数の推移

注）近交係数は平均値±標準偏差

上昇値＝当年の近交係数－前年の近交係数

図３ 大型しゃもの受精率、対入卵ふ化率、育成率、

生存率及び産卵率の推移

図４ 大型しゃも群交配による 7 月ふ化鶏群及び 1

月ふ化鶏群の受精率とふ化率の推移

■；受精率 ▲；対入卵ふ化率 ×；対受精ふ化率
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